
どんな悩みがありましたか？
  ・自分のＰＣスキルに意味があるのか分からない
  ・自分に向いている仕事が何か分からない
 なぜチャレンジド・アソウの利用を決めましたか？
 職業体験やトレーニングを通してやりたい
 仕事が見つかるのではないかと思い決めました。
 （見学時アンケートより）

雇用前実習で評価いただいた企業（情報通信業・事務職）に就職

平成２９年５月に就職されましたＫさんをレポート！
【 見学時～就職決定までの流れ】

平成29年５月　実習先に就職決定！

見えてきた課題
 ・開始当初は通所時間が開始直前だったり、　 
　身だしなみが整っていないことがありました。
・コミュニケーションが苦手で、度 「々伝え方」  に 　
　ついて、相談されることがありました。
取り組んだこと
 ・余裕のあるスケジュールで行動することを意識し、　
　電車の乗車時刻を１本早くしたり、身だしなみを整え
　るために生活リズムの見直しを行いました。
・対人スキルでは、カリキュラムの「グループワー
　ク」「模擬就労」「雑談タイム」等で報告、連絡、　
　相談や意見の発表を行いました。
どのように克服したか？
目標面談で課題認識を行い、実際の生活リズムを見直し、       
社会人としての行動パターンを習慣化していきました。　   
対人スキルはトレーニングの中での気づきをスタッフと　 
相談しながら、少しづつ不安を解消していかれました。
得意だったこと
ＰＣ入力やリサーチタイムでの検索スキルが高く、　トレーニ
ングの中で人前での発表スキルも身についていきました。

平成28年１月～

平成28年１月～通所の中で

● 実  習  先   チャレンジド・アソウ所内実習（事務）
　 指示された内容は丁寧に業務進行ができました。
　 元気な挨拶や正確な報告・連絡・相談が課題に。
● 実  習  先   医薬品メーカー（印字消しや封入作業）
  　根気のいる作業で「自分には難しい」との感想も
 　聞きましたが、最後までやり切りました。発言の際の
　 元気さや、表情の乏しさを指摘されました。
● 実  習  先   クリーニング業（クリーニング作業補助）
 　安定して業務に取り組めたが、暑い中での立ち
　仕事で体力不足を実感しました。

●  ハローワーク同行　● 応募書類作成
● 雇用前実習 電気通信事業（業務内容：データ入力）
● 合同企業面接会  3回（7社）   ● 面接  2回
就職先を事務系に絞り、就職活動をスタート。繰り返し
面接を受けていく中で、企業からの実習体験依頼があり
参加。約25名の実習参加者の中で、入力スキルと業務指示
への対応力が評価され、面接・採用の流れとなりました。

実習の中で　　　　　　　　　　　　　

平成28年10月～就職活動

 定着支援計画書を作成し支援を行っています
○ 仕事をする上での目標
　「与えられた業務を忠実に行う。他社員の方々と連携をとる」
○ 生活上での目標「お金を貯めて自立する」
○ 目標達成のために取り組むこと
　「人の話を良く聞き指示を理解する」
 　「万全な生活習慣と体調管理」「どんな仕事も進んで行う」
　 「自分から話しかけると同時に、失礼のないようする」
　 「体を鍛えて、心身ともに健康でいる」
○ 会社訪問
　初日同行、３日目電話での聞き取り、その後必要時に訪問・来所  
○ メール相談・来所相談  随時行う
○ 訓練生との交流イベント

平成29年 5月～定着支援

平成28年 8月～
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実習受け入れをしていただいている
企業様にお聞きしました！
「障がい者の実習受け入れについて、教えてください」

株式会社かんぽ生命保険
【実習内容】事務補助業務
かんぽ生命保険ではダイバーシティを推進し、「明るく働きがいの
ある職場環境」と「社員個々の能力を最大限に発揮し得る環境」を
創出することに取り組んでいます。
私どもの近畿エリア本部には障がいのある社員が２名働いており、障がい者と一緒に働くと
いう事が自然になっていますので、実習の受け入れにも抵抗を感じることはありません。
私たちの職場を経験されることで、障がいのある方が自分に合った職種を見つけられる一助
になれば幸いです。

日本ドリーム・サービス株式会社
【実習内容】クリーニング作業補助
雇用を開始してから４５年以上が経ちます。多数の問題を乗り越えて
現在に至っていますが、実際に仕事に取り組んでいる姿勢は、真面目・
素直に休まずに出勤して現場 の戦力となっています。
現在３名が勤続３０年を超えています。本人が健康であり、家庭環境に恵まれた結果と考えています。
実習体験を行うだけで、本人の持っている能力、体力の確認ができ、隠れた能力の発見にもつながっ
て、就労への可能性を見い出すことができます。また社内でも障がいのある方々と共存する教育に
もなっています。過去の実績からもありますが、３０年・４０年前には無かった支援機関との連携が
あることで、積極的に実習生を受け入れています。

質問！


